
※文字の大きさは Meiryo UI ／12 ポイント以上とし、行間・文字間、上下左右の余白は変更しないでください。 
※具体的に示したい図、写真、表、グラフなどは、（写真 1）（表 1）などと文中に記載し、右ページに（写真 1）（表 1）などと表記の上、貼り付けてください。 
※文章と図等を組み合わせながら作成することも可能です。各項目の枠の上下幅は変更可能です。 
※いずれの場合も、必ずＡ３片面１枚におさまるように作成してください。ファイルサイズは５MB 以下としてください。 

※事務局記入欄 

№ D-98 

【様式２】 

部門名： 

校内研修プログラム 
開発・実践部門 

 

エントリー名： 

鉾田市立鉾田南中学校 石神 知子  
平成 30 年度第４回中堅教員研修 

活動名： 

学校組織力向上鉾南モデル 
～教科・学年協働の校内研修を通して～ 

解決すべき課題： 

主体的・対話的で深い学びの実現に向けて，それぞれの学校でカリキュラムマネジメントを実現することが求
められている。学校組織力を向上させ，教科・学年協働により教員同士が学び合うことを重視していく必要があ
る。本校では，学力向上に向けた授業改善を通して，学校組織力の向上をめざす。 
 

目標・方針：  

平成 30 年度より，２年間「道徳パイロット校事業」の指定を受けるとともに全教科にわたり，主体的な学び
の実現に向けて授業改善に取り組んできた。主体的で深い学びの実現に向け，学び合う姿や発問等に課題が
見られたため，育てていきたい生徒像，ゴールとなるイメージを明確化し，授業づくりを進めてきた。 

① 教員の「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善・スキルアップ 
② チーム学校としての学校組織力の向上 

 

活動内容：  

① 生徒の実態把握を行い，課題を見出し共有化する。（表１） 
② 課題に合わせて，全体計画や単元構成，授業の流れ等の見直しをする。（資料１） 
③ 学年・教科間で授業の立案・整理・分析を行う。（期間内に学年間で相互授業参観） 
④ 学習指導案にそって，授業研究を行う。（写真１，資料２） 
⑤ 授業後に振り返り，検証を行う。（ＫＪ法等）（写真３・４・５，資料３） 
⑥ 学校全体で共通理解し，実践につなげる。（研究推進便り等）（資料４） 

 

活動の成果：  

・教科をこえて対話し，指導案・発問等を共同で作成することにより，教員としての学びが深まり，互いに改善
点を交換し，授業改善の効果が上がった。 

・授業実践のスキルの獲得ができ，若手教員を育成する機会となった。 
・教師が同じ方向を向いて取り組み，学校目標の具現化ができた。 
〈教育活動に関するアンケート結果〉 

 そ   う   思   う 

質 問 項 目 平成３０年 1 月 令和 元年 7 月 

学校改善プランに基づき全職員で授業改善に取り組んでおり，校内授業研究を行っている。    ３１％     ４６％ 
 

アピールポイント（アイディアや工夫）：  

・学年で計画・立案することで，たくさんのアイディアが生まれ，実践の質を高めることができる。 
・教育活動を学年職員が理解し，焦点化するため，どのような手立てが効果的だったか検証ができ，改善策
についても活発に議論でき，授業改善に役立った。 

・指導案を共同立案するため，各教員の負担が軽減できる。 

 

 

 

 

  

資料１ 単元構成 

資料２ 

写真４ 授業後の検証 

資料３ 授業参観の仕方 資料４ 研究推進便り 

 

 

 

 

写真３ 授業後の検証 KJ 法 

生徒の関心を高めるた

めのアイディアとして

漫画を活用。ICT を使

用。 

 

写真１ 授業研究 

 

資料２ 共同立案した指導案 

 

表１ 実態調査 

相互授業参観後の検証により，中心発問を抽象的発

問にすることを決定。   


